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Ｒ １９１ 

⦿島田家住宅主屋 

⦿島田家住宅酒蔵 

 

開催日 ； 令和３年１１月７日(日)  （雨天の場合１１月１４日に延期） 

時 間 ；      ９；００～９；３０   受付 

         ９；３０～           あいさつ・コース説明 

         ９；４０～           準備体操・出発 

１１；４０～           終了・片付け 

コース ；  (出発)運動公園小球技場横駐車場→小丸山古墳屋→雪舟の墓→大喜庵→ 

中世今市船着場跡→イオン→島田家住宅酒蔵・主屋→(終点) 

走路員 ；  ○印配置点３ヵ所に、走路員を配置、列の前後に係員配置 

主 催 ；  吉田地区自治協議会  

共 催 ；   吉田地区健康を守る会・吉田公民館・吉田地区連合自治会 
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雪舟東児童公園 
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⦿雪舟記念館 
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●益田酒類食品（株） 

⦿雪舟の墓 

⦿多根兼正公廟 

① 

③
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② 

日本遺産構成文化財等  

 
 



健康ウォーク・「雪舟山水郷」等史跡めぐり 

（スタート）運動公園小球技場横駐車場 

⦿ 小丸山古墳 （市指定文化財：平 6.1 指定） 

 

 

 

 

⦿ 多根兼正公廟 

    

⦿ 乙吉大喜庵墓地雪舟禅師墓 （市指定文化財：昭 46.6 指定） 

 

 

 

 

 ⦿ 大喜庵 

 

 

 

 

  ⦿ 雪舟の郷記念館 

 

 

 

 

   ⦿ 中世今市船着場跡 （市指定文化財：昭 56.2 指定） 

 

 

 

 

⦿ 島田家住宅酒蔵 （国登録文化財：平 29.6登録）・・・現益田酒類食品（株） 

 

 

 

⦿ 島田家住宅主屋 （国登録文化財：平 29.6登録）・・・現益田酒類食品（株） 

 

 

 

 

（ゴール）運動公園小球技場横駐車場 

 

 

雪舟山水郷の核として平成２年１０月オープン。 

「紙本著色益田兼堯像」（国指定重要文化財・雪舟筆）を始め貴重な文化財等が多数

所蔵されている。 

墳丘の全長は５２ｍ、後円部の高さは７．３ｍと石見地方でもトップクラスの規模を

誇る６世紀初め頃の前方後円墳。古墳の周囲に周溝と外堤を備えているのが特徴。 

このような形態は石見唯一。  

鎌倉時代の益田氏一族。現雪舟山水郷を開発し、菩提寺として東光寺を建立した。 

 

雪舟は、晩年を東光寺で過ごした。禅に精進し、画業に専念していた８７歳で永眠。

雪舟の墓は、大喜庵の裏の墓所にあり、偉人を慕う人々が国の内外から多く訪れてい

る。 

大喜庵は東光寺が焼失した跡地に建てられた。庵には、寺宝として、東光寺焼失の際、

火災を免れた木造観音菩薩立像（県指定文化財：昭 53.5指定））がある。また、大喜

庵庭園には、雪舟禅師像、清水を湛えた雪舟厳源泉があり墨書や茶の水に使ったとい

われている。 

 

大喜庵の麓を流れる今市川の川べりに、石垣が３０ｍ続いている。中世の頃は益田川

と高津川の合流地点と推定され、船着場として最適な場所であったと考えられる。石

垣自体は江戸時代以降に作られた。 

江戸後期建設、明治期増築。屋根は石州瓦の桟瓦葺、白漆喰塗りの外壁が特徴ある

街路景観を形成。江戸後期建築、明治期増築                            

益田市中心部の小高い丘の南麓に立つ。屋根は石州瓦の桟瓦葺、白漆喰塗りの外壁

が特徴。赤瓦の大屋根が印象的な景観を形成。明治２１年建築その後改修。                            

 

 

 

 

日本遺産構成文化財等 
 

⦿ 大喜庵 

「紙本著色益田兼堯像」（国指定重要文化財・雪舟筆） 

⦿ 中世今市船着場跡 （市指定文化財：昭 56.2 指定） 


